


















































































本論文の構成は以下のように図示することができる。第 1 章から第 3 章が第 1 部「問題設



































































































































図 2 第 2 章のフローチャート 
 






























































































した結果、表 1 のようにその傾向は整理された。 
 
表 1 各時期における自己啓発書ベストセラーの傾向整理 












































































































































































図 7 第 6 章における分析結果の概要 
 
第７章 ビジネス誌が啓発する能力と自己――ビジネス能力特集の分析から 













































































表 2 各メディアにおける動向の整理 
年代 自己啓発書ベストセラー 就職用自己分析マニュアル 『an・an』 ビジネス誌 
    
1950   
    














































































まず、検討課題「1990 年代における自己の技術対象化」については、表 2 に整理された
















































































部）58 号、2010 年 3 月 
 
第２章 「自己のテクノロジー」研究の位相――今日における「自己の体制」の分析概念として 
「通俗心理学について社会学的に考える」『社会学年誌』（早稲田社会学会）48 号、2007 年 3 月 
「ニコラス・ローズにおける『こころの科学』と主体性」『ソシオロジ』160 号（社会学研究会）、2007
年 10 月 




論』（早稲田大学教育総合研究所）23 号、2009 年 3 月 
「『就職用自己分析マニュアル』が求める自己とその機能――『自己のテクノロジー』という観点から」




会学年誌』（早稲田社会学会）50 号、2009 年 3 月 
「セラピー文化の媒介者とその形式――ライフスタイル誌『an・an』における記事登場者の分析から」




育社会学研究』（日本教育社会学会）84 号、2009 年 6 月 
 
 
